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3 特集2

この特集に関するお問い合わせ 北九州国際映画祭事務局 ☎551・0284　10～16時（土・日曜日、祝・休日は除く） 

北九州市生まれの松居大悟監督が選出した作品を上映

　監督：松居大悟

脚本・監督：犬童一心 脚本・監督：犬童一心

11/2（土）～3（祝）

監督：チャン・リュル（韓国） 監督：バス・ドゥヴォス（ベルギー）

松居大悟セレクション

船場広場で上映（無料）
＆食のイベントを開催！

前売り販売について

ショートムービー
コンテスト　

北九州NEXTムービー
ワークショップ 学生セレクション

作品を募集　 参加者を募集 学生審査員を募集
北九セレクション

当日販売について
上映作品は変更・追加される場合があります。
ご了承ください。

チケットは下記窓口、e＋でお買い求めください
■小倉井筒屋プレイガイド
　（小倉井筒屋新館8階）
　■Q-station
　（リバーウォーク北九州5階）
　　■黒崎ひびしんホール
　（八幡西区岸の浦二丁目）

■eチケットはこちら
　　

各上映会場で、当日上映される作品の当日券を販
売します。

誰でも参加できるオリジナル
のショートムービーコンテスト
を開催。
＃10月14日まで。

「映画づくりに関わりたい」人を
対象に、犬童監督監修の下、映
画祭開催中の2日間で映画を
実際に制作。
申し込み方法など詳細は♥を。

北九州ロケ作品の中から市民の
皆さんの投票により上映作品を
決定します！
＃10月4日まで。

釜山国際短編映画祭のノミネー
ト作品を市内の学生が鑑賞し、
審査。
申し込み方法など詳細は♥を。

※前売りで完売した作品の当日販売はありません。
※当日券の支払いは現金のみです。
※学生・障害者向けの券を購入する際は、学生証や 
　障害者手帳などの身分証をご提示ください。▲e＋（イープラス）

※9月27日公開

チケット情報　　9月27日（金）販売開始！

▲公式ホームページ ▲X（旧Twitter） ▲Instagram

まちなか映画館 市民参加型企画

無料船場広場（小倉北区船場町）　

上 映 会 場

俳優・映画監督による豪華ブルーカーペット
イベント開催決定！

　北九州国際映画祭2024、開催おめでとうございます。
北九州で生まれて、東京に来て20年の自分が、こうして
微力ながら関われるのは嬉しいです。何度だって立ち上
がる北九州の逞しさと、映画の眩さを信じています。映画
祭が人生の小さなきっかけになりますように。

北九州市出身 松居大悟監督コメント

『ゼロの焦点』（'09）で日本アカデミー賞を受賞した犬童一心監督が選出した作品を上映

市民の皆さんに楽しんでいただくためにさまざまな企画を実施！

犬童一心セレクション

上記セレクションの他、海外で注目される新進の監督作品や皆さんが選んだ北九州ロケ作品などを上映します！

　北九州国際映画祭がこれから未来へ向け、愛されて、大きく育っていくためにがんばり
たいと思います。映画は作り手だけでできません。最後は観客の人生をスパイスに、それ
ぞれの中で完成するものだと思います。映画祭にもぜひ参加してください。共に魅力的な
空間を作りましょう。楽しいゲストもきっと映画愛を語ってくれる。お楽しみに！締めは、水野
晴郎さんの言葉をお借りします。「いやあ、映画って本当にいいもんですね」。

犬童一心監督コメント

ウェルカムセレモニー

11/1（金） 16～17時

＊都市ブランド創造局MICE・エンターテインメント課☎551・8152＊都市ブランド創造局MICE・エンターテインメント課☎551・8152

上映作品は全20作品　

♦応募は公式ホームページ（下記を読み取り）から。詳細は♥を。

■船場広場　

■Ｊ:ＣＯＭ北九州芸術劇場 中劇場（リバーウォーク北九州6階）
■小倉昭和館（小倉北区魚町四丁目）
■シネプレックス小倉（チャチャタウン小倉）
■T・ジョイ リバーウォーク北九州（リバーウォーク北九州4階）

イメージイメージ

イメージイメージ

（C）2009「ゼロの焦点」製作委員会

『私たちのハァハァ』 『柳川』

『名付けようのない踊り』 『ゼロの焦点』

『ゴースト・トロピック』

たくま まばゆ

（金） （祝）（金） （祝）

最新情報は♥を。公式ホームページ、
SNSでもご覧になれます。

　昨年スタートした北九州国際映画祭。
　「映画の街・北九州」のさらなる成長のためには、この映画
祭をしっかりと育てていくことが大切との思いから、今年も
開催します。
　この映画祭のコンセプトは、「世界で最も映画愛に満ちた
映画のエコシステムをつくる」。
　北九州市には長い間、地域で受け継がれてきた映画に対す
る熱い思いが根付いており、その人たちが協力・交流してきた
多くの映画や映画人が、広く世界に羽ばたいています。
　１年に一度、北九州国際映画祭で、多くの映画や映画人が
北九州市に里帰りし、撮影を支えた市民の皆さんと交流す
ることで、それぞれが刺激し合う。
　さらに、映画祭を通じて、将来、映画に関わりたいと考える
若者を育てていく。
　そういったつながりの循環を北九州市独自のエコシステム
（生態系）として確立・拡大させていくことを目指します。

　昨年スタートした北九州国際映画祭。
　「映画の街・北九州」のさらなる成長のためには、この映画
祭をしっかりと育てていくことが大切との思いから、今年も
開催します。
　この映画祭のコンセプトは、「世界で最も映画愛に満ちた
映画のエコシステムをつくる」。
　北九州市には長い間、地域で受け継がれてきた映画に対す
る熱い思いが根付いており、その人たちが協力・交流してきた
多くの映画や映画人が、広く世界に羽ばたいています。
　１年に一度、北九州国際映画祭で、多くの映画や映画人が
北九州市に里帰りし、撮影を支えた市民の皆さんと交流す
ることで、それぞれが刺激し合う。
　さらに、映画祭を通じて、将来、映画に関わりたいと考える
若者を育てていく。
　そういったつながりの循環を北九州市独自のエコシステム
（生態系）として確立・拡大させていくことを目指します。

Art Direction : Lily Franky
　 Design : Tetsushi Kawamura
　　　　　　（atmosphere ltd.）

10月15日まで。


